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豊津地区まちづくり事業計画 
（第２次豊津地区コミュニティプラン） 

 

 令和２年度に鹿嶋市内の１０地区公民館、１２小学校区において地区コミュニティ

プランを作成しました。 

 少子化・高齢化、人口の減少、ライフスタイルの変化、地域帰属意識の変化などに

より「つながり」「地域力」が低下し、今まで地域が担ってきた役割が果たせなくな

ってきています。 

 これに対し地域の現状や課題を洗い出し、地域をどうしていったら良いかを住民自

らが考え、将来の目標像を描き、その達成手段を計画としてまとめたものがコミュニ

ティプランです。 

 このコミュニティプランの計画期間は令和３年度から５年度までの３か年で、今年

度で終了となります。 

 今年度、これに続く第２次コミュニティプランを、前回同様１０地区公民館単位で

作成しました。 

 豊津地区におきましては、前プランではどの団体が何を実施するのか明確化されて

いなかったり、本来行政主体で行うべきものが事業として計画されていたりなど、雑

ぱくとした感がありました。 

 事業主体が明確でないと事業が進展しませんので、第２次コミュニティプランにお

きましては主体を「豊津地区まちづくり委員会」とし、明確化しました。地域の団体

はほぼ委員会の構成メンバーとなっており、地域で行う事業にはまちづくり委員会が

すべて関わってきますので、事業主体として最適です。 

 従いまして、当地区では「豊津地区まちづくり事業計画」をメインの名称にして、

第２次コミュニティプランを作成しました。 

また雑ぱくとしていた事業も３年間の実績を評価し、取りやめるもの、第２次コミ

ュニティプランへ継続するものなど整理をしました。 

 豊津地区まちづくり事業計画の事業年度は令和６年度から１０年度の５か年となっ

ています。計画の中で目指す地域の将来像は５年後よりもっと先の姿だとは思います

が、この５か年で一歩でも将来像に近づけるようにまちづくり事業を展開していきま

すので、地域の皆さんのご協力をお願いします。 

 

豊津地区まちづくり委員会 

について 
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数字で見る豊津地区の姿 

● 人 口        ・１，１５１人 

● 世帯数        ・４４８世帯 

● 高齢化率（６５歳以上）  ・４１．４％ 

● 高齢者一人世帯数    ・２７世帯 

● 豊津小学校の児童数  ・３０人 

● 自治会の数       ・５区 

● 自治会加入率     ・６０．５％ 

（令和５年４月１日現在） 

 

 

地域の変わってほしいところ 

気になるところ 

❶ 居住者の減少  

❷ 少子化、豊津小児童数の減少 

❸ 地域の担い手の高齢化 

❹ 公共交通機関が少ない 

❺ 安全安心な生活の確保 

❻ 北浦の水質改善 

 

活用したい・磨き上げたい地域の魅力・資源 

❶ 旧来から続く地域のつながり 

❷ とよつキッズ事業など地域で子どもを育てる体制 

❸ 豊かな水に恵まれた風光明媚な風景 

❹ 「とよつかるた」にもうたわれた豊かな歴史・文化・自然 

❺ 地域と豊津小学校の融和 

 

地 域 の 沿 革 

豊津地区は鹿嶋市の西の玄関口に位置し、古来より鹿島神宮の参詣者は地区内大船津に在る「西の一

の鳥居」から鹿島詣でとなり、昭和４年に神宮橋が出来るまでは、船着場（港）として賑わっておりま

した。 

一の鳥居は何度か建て替えられ、平成２５年に建立した現在のものは北浦（鰐川）湖上に立ち、水上

鳥居としては日本最大級であり、当地区一の観光スポットとなっています。 

 鹿嶋市の旧鹿島町地区は昭和３０年代に始まった鹿島開発によって大きく変貌しましたが、豊津地区

は建造物等ハード面では比較的変化が無い地区でした。しかしソフト面では、他地区同様変化がありま

した。産業はそれまで稲作を中心とした農業が主でしたが、鹿島開発により就労先が増え、第一次産業

から第二次、第三次産業中心へ就業構造も変化し、それに伴い住民のライフスタイルも変化してきまし

た。 

 地理的特徴としては、北浦、鰐川を挟んで潮来市と向かい合い、東京方面からの当市への入口となっ

ており、既に取り壊されたものを含めると神宮橋は三度架けられています。また、ＪＲ鹿島線の鉄橋も

当地区に架けられており、市西側の顔となっている地区です。 

 地区内には一級国道の５１号線と県道須賀北埠頭線（通称：産業道路）の交差点もあり、交通の要所

となっています。 

しかし、主要な道路が通っているものの公共交通機関がほぼ無く、買い物や通院等出かけるためには

自動車が必需品です。かつては地区内に商店街がありましたが、現在は徒歩圏内にある商店は数えるく

らいで、自動車を利用できない高齢者などには不便なところになっています。 

 １００年以上の歴史を持つ豊津小学校は、豊津公民館とともに地域の中心的シンボルです。豊津小の

規模は小さく全学年１クラスずつですが、幼少時期に６年間ずっと一緒というのは長く続く深い絆をつ

くります。住民に豊津小出身者が多い当地区では、ここでつくられた絆を卒業後も長く継続し、地区の

まとまりに一役買っています。現在豊津小学校の児童数は減少の一途をたどっており、存続の危機にあ

ると言っても過言ではなく、今後豊津地区コミュニティへの影響が懸念されます。 
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前計画は令和 3年度から 5年度までを計画年度としていました。この間の計画の達成状

況は次のとおりとなります。（令和 5年度は予定も含む） 

【その１】豊かな自然を愛し 水と緑の美しいまちにしよう     （自然環境・景観） 

  既存事業    ５事業  継続できた事業   ４事業 

新規事業    ３事業  実施できた事業   ０事業 

【その２】歴史と伝統に誇りをもち 薫り高い文化のまちにしよう  （歴史文化・教育） 

  既存事業    ３事業  継続できた事業   １事業 

新規事業    ３事業  実施できた事業   ２事業 

【その３】スポーツに親しみ 健康で明るいまちにしよう     （健康・スポーツ） 

  既存事業    ４事業  継続できた事業   ４事業 

新規事業    ３事業  実施できた事業   １事業 

【その 4】お互いの立場を尊重し 思いやりの心で住みよいまちにしよう（福祉・防災） 

  既存事業    ４事業  継続できた事業   ２事業 

新規事業    ６事業  実施できた事業   ３事業 

【その 5】みんなで力を合わせ 潤いと活力のあるまちにしよう    （自治・産業） 

  既存事業    ３事業  継続できた事業   ２事業 

新規事業    ２事業  実施できた事業   ０事業 

これらの事業を評価し次期計画へ継続するか、完了あるいは打ち切りとするか判断しま

した。また、継続する事業でも位置付けが適当でないと思われるものがありましたので、

その整理も行い位置付けし直しました。 

 こうして作成したのが、以降に示す豊津地区まちづくり事業計画（第２次豊津地区コミ

ュニティプラン）です。 

【豊津地区コミュニティプランの評価は P11、12に掲載してあります。】 
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豊かな自然環境に心豊かな人々、現在も未来も住み
たいまち「豊津」 

将来像・活動方針 

活動方針 

風光明媚な北浦・鰐川の水質を改善し、水辺環境を護ろう 

③ 

 

将来像 湖水を橙に染めながら夕日が沈むまち「豊津」 

活動方針 

大人から子どもへ歴史や伝統を継承し、郷土愛を育もう 

活動方針 

健康維持・増進へとりあえず一歩を踏み出す機会をつく

り、健康意識を高めよう 

 

活動方針 

自助を支える互助（近隣の助け合い、知人、ボランティ

ア等の支援）機能を充実させよう 

活動方針   

まちづくり委員会活動の見える化をさらに進め、委員会

への参加を促進、持続可能な運営を図ろう 

将来像  誰もが安心して暮らせるまち「豊津」 

将来像  まちづくり委員会活動が活力を生むまち「豊津」 

テーマ（分野） 

●豊かな自然を愛し 

 水と緑の美しいまちにしよう 

自然環境・景観 

●歴史と伝統に誇りをもち 

 薫り高い文化のまちにしよう 

歴史文化・教育 

 

●みんなで力を合わせ 

 潤いと活力のあるまちに 

しよう 

自治・産業 

 

●お互いの立場を尊重し 

 思いやりの心で 

住みよいまちにしよう 

福祉・防災 

 

●スポーツに親しみ 

 健康で明るいまちにしよう 

健康・スポーツ 

 

将来像  郷土を愛する子どもを育てる文化のまち「豊津」 

将来像  心も身体も健康で長生きできるまち「豊津」 

目指す地域の将来像 

豊津地区まちづくり事業計画の体系 
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市 民 憲 章 豊かな自然を愛し 水と緑の美しいまちにしよう 

取 組 む 分 野 自然環境・景観 

◆現在の課題・問題 

・北浦の水質浄化がなかなか進まない 

・ヨシなど水辺の植物の減少 

・外来魚の増加 

・釣り客のゴミ捨てなどマナー悪化 

◆将 来 像 湖水を橙に染めながら夕日が沈むまち「豊津」 

◆活 動 方 針 風光明媚な北浦・鰐川の水質を改善し、水辺環境を護ろう 

◆既に取組んで 
いること 

事業名（活動内容） 
活 動 年 度 

活動主体 
R6 R7 R8 R9 R10 

●霞ヶ浦浄化キャンペーン 

北浦一周サイクリング 

 ⇒豊津小児童、保護者等と北

浦沿いの堤防をサイクリング

しながら、北浦浄化を訴え

る。 

 

●とよつキッズ（ホタル見学

会） 

 ⇒地域で子どもを育てるとよ

つキッズの一環で、流川のホ

タルを見学。環境を守ること

の大事さを学ぶ。 

 

     
▼まちづくり委員

会・子供会育成

会・児童・地区住

民 

 

 

 

▼まちづくり委員

会・児童 

◆今後見直しや新た
に取組む必要があ
ること 

事業名（活動内容） 
活 動 年 度 

活動主体 
R6 R7 R8 R9 R10 

〇豊津クリーン 

 ⇒市一斉清掃との差別化・住み

分け。(見直し) 

 

〇簡単な食用廃油処理 

 ⇒劇物である苛性ソーダを使っ

た石けんづくりの見直し、肥

料等の検討。(見直し) 

 

     
▽まちづくり委員

会・地区住民 

 

 

▽まちづくり委員

会・地区住民 

 

◆そ の 他 
 

 

分 野 別 計 画 ・ そ の １ 
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市 民 憲 章 歴史と伝統に誇りをもち 薫り高い文化のまちにしよう 

取 組 む 分 野 歴史文化・教育 

◆現在の課題・問題 
・地域の歴史に詳しい人から次世代への伝承が必要 

・将来の地域を担う子どもたちの育成 

・文化に触れる機会、発表する機会の創出 

◆将 来 像 郷土を愛する子どもを育てる文化のまち「豊津」 

◆活 動 方 針 大人から子どもへ歴史や伝統を継承し、郷土愛を育もう 

◆既に取組んで 
いること 

事業名（活動内容） 
活 動 年 度 

活動主体 
R6 R7 R8 R9 R10 

●とよつキッズ 

 ⇒農作物の育成、環境学習、三

世代交流などを通し、地域の

大人が地域の子どもたちを育

成する。 

●とよつかるた大会 

 ⇒かるたを通して豊津の歴

史、文化、伝統、自然を知

る。 

●とよつまつり 

 ⇒賑わいを創出し、地域を盛

り上げる。 

●楽学セミナー・男の料理教

室・地域写真展 

 ⇒学習や発表の機会をつくる。 

 

  

 

  
▼まちづくり委員会・

地区住民 

 

 

 

▼まちづくり委員会・

地区住民・児童 

 

 

 

▼まちづくり委員会・

地区住民・公民館利

用団体 

 

▼まちづくり委員会・

地区住民 

◆今後見直しや新た
に取組む必要があ
ること 

事業名（活動内容） 
活 動 年 度 

活動主体 
R6 R7 R8 R9 R10 

〇とよつかるたを使った地域

の歴史と伝統の継承 

 ⇒とよつかるた大会時にかる

たにまつわる話をしてもら

い、次世代に歴史の伝承を

行う。（見直し） 

 

     
▽まちづくり委員会・

地区住民・児童・関

係機関 

◆そ の 他 
 

 

分 野 別 計 画 ・ そ の ２ 
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市 民 憲 章 スポーツに親しみ 健康で明るいまちにしよう 

取 組 む 分 野 健康・スポーツ 

◆現在の課題・問題 
・健康で長生きが難しい 

・体を動かす機会が少ない 

◆将 来 像 心も身体も健康で長生きできるまち「豊津」 

◆活 動 方 針 
健康維持・増進へとりあえず一歩を踏み出す機会をつくり、健康意識を高め

よう 

◆既に取組んで 
いること 

事業名（活動内容） 
活 動 年 度 

活動主体 
R6 R7 R8 R9 R10 

●とよつふれあい運動会 

⇒地域と小学校が合同で運動会

を行い、互いにふれ合う。 

●豊津ハイキング 

 ⇒近隣でのハイキングで楽しみ

ながら行う健康づくり。 

●高齢者スポーツ大会 

 ⇒健康寿命延伸に寄与。 

●レッツウォーキング 

 ⇒とよつかるた巡りやテーマを

決めて歩くなど、楽しみなが

らウォーキング。 

  

 

  
▼まちづくり委員会・

地区住民・豊津小 

 

▼まちづくり委員会・

地区住民 

 

▼まちづくり委員会・

シニアクラブ 

▼まちづくり委員会・

地区住民 

◆今後見直しや新た
に取組む必要があ
ること 

事業名（活動内容） 
活 動 年 度 

活動主体 
R6 R7 R8 R9 R10 

〇ソフトボールに限らず気軽

にできるスポーツ大会 

 ⇒選手集めが難しくなっている

ソフトボールに限らず、種目

を変えることも考えながらス

ポーツ大会を継続する。(見

直し) 

〇健康講座、実践活動（エン

ジョイスポーツ、スポーツ

健康教室） 

 ⇒まち一番の健康寿命地区づく   

  りを目指し、高齢者だけでな

く若いうちから健康づくり

に取り組む。(見直し) 

     
▽まちづくり委員会・

地区住民 

 

 

 

 

 

▽まちづくり委員会・

地区住民・関係機関 

◆そ の 他 
 

 

分 野 別 計 画 ・ そ の ３ 
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市 民 憲 章 お互いの立場を尊重し 思いやりの心で住みよいまちにしよう 

取 組 む 分 野 福祉・防災 

◆現在の課題・問題 
・隣近所との関係希薄化による互助機能の低下 

・防犯、防災組織のなり手不足 

◆将 来 像 誰もが安心して暮らせるまち「豊津」 

◆活 動 方 針 
自助を支える互助（近隣の助け合い、知人、ボランティア等の支援）機能を

充実させよう 

◆既に取組んで 
いること 

事業名（活動内容） 
活 動 年 度 

活動主体 
R6 R7 R8 R9 R10 

●防災避難訓練の実施 

 ⇒避難時要援護者の支援や避難

所での生活体験など、年ごと

に異なった様々なケースを想

定した訓練を行う。 

●うらら会への支援 

 ⇒地域の高齢者に対する福祉団

体で地区社協の役割を担う

「うらら会」を支援する。 

●地域安全点検 

 ⇒地域の危険個所等を実際に見

回り、改善が必要なところは

市に要望する。 

●豊津小サポート・児童の見

守り 

 ⇒豊津小児童の登下校を見守

る。 

  

 

  
▼まちづくり委員会・

地域住民・関係機関 

 

 

▼まちづくり委員会・

地区社協(うらら会） 

 

▼まちづくり委員会・

地区住民 

 

 

▼まちづくり委員会・

自警団・まち委員

会・地区住民 

◆今後見直しや新た
に取組む必要があ
ること 

事業名（活動内容） 
活 動 年 度 

活動主体 
R6 R7 R8 R9 R10 

〇防災・防犯組織の強化と機

能の充実 

 ⇒自警団や消防団の新たな担い

手発掘、活動活性化、関係団

体間の連携強化。(新規) 

     
▽まちづくり委員会・

地区住民・自警団・

消防団・市 

◆そ の 他 
 

 

分 野 別 計 画 ・ そ の ４ 



10 

 

市 民 憲 章 みんなで力を合わせ 潤いと活力のあるまちにしよう 

取 組 む 分 野 自治・産業 

◆現在の課題・問題 
・まちの活力低下 

・まちづくり委員会担い手不足 

◆将 来 像 まちづくり委員会活動が活力を生むまち「豊津」 

◆活 動 方 針 
まちづくり委員会活動の見える化をさらに進め、委員会への参加を促進、持

続可能な運営を図ろう 

◆既に取組んで 
いること 

事業名（活動内容） 
活 動 年 度 

活動主体 
R6 R7 R8 R9 R10 

●広報紙やＳＮＳを活用した

情報発信 

 ⇒広報紙「とよつだより」、お

知らせかわら版「そよかぜ」

の定期的発行。ホームペー

ジ、フェイスブックでの情報

発信。 

  

 

  ▼まちづくり委員会 

◆今後見直しや新た
に取組む必要があ
ること 

事業名（活動内容） 
活 動 年 度 

活動主体 
R6 R7 R8 R9 R10 

〇まちづくり活動の見える化
（事業実績や効果のわかりやす  

い周知） 
 ⇒読まれる、見てもらえるコン

テンツの工夫。(見直し) 

〇まちづくり委員の担い手育

成 
 ⇒長期的な視点に立った担い手

育成。小学生の親世代の参加
促進など。(新規) 

〇ＩＣＴを活用した会議の開

催（ウェブ会議、LINE 等によ

る連絡等） 
 ⇒リアルとリモートを融合した

ハイブリッド会議の試行や
LINE 等による情報伝達の簡
略化など。(新規) 

〇地域住民が集い交流の場と
なる公民館 

 ⇒公民館の有益性、利便性、満

足度など魅力度をアップし、

定期的な来館者の増を図る。

（見直し） 

     
▽まちづくり委員会 

 

 

 

▽まちづくり委員会 

 

 

 

 

▽まちづくり委員会 

 

 

 

 

 

▽まちづくり委員会・

市（公民館） 

◆そ の 他 
 

 

分 野 別 計 画 ・ そ の ５ 



豊津地区コミュニティプランの事業評価

１．豊かな自然を愛し　水と緑の美しいまちにしよう（自然環境・景観）

既存事業 実施主体 R3 R4 R5 R3 R4 R5

豊津クリーン 地区住民・市 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 〇

北浦一周浄化サイクリングキャンペーン 父母の会・住民・まち委員・豊津小 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 〇

「流川のホタル」観賞会 豊津小児童・まち委員会 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 〇

地域写真展（地域再発見） まち委員会・地区住民 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 〇

豊津の未来を考える まち委員会・地区住民 ⇒ ⇒ ⇒ × × ×

新規事業

北浦の活用事業（カヌー体験等） まち委員会・実践者 ⇒ ⇒ × ×

堤防ウォーキングコースづくり まち委員会・市・国 ⇒ ⇒ ⇒ × × ×

便益施設等の整備（夕やけ小やけ景観） まち委員・地区住民・市・国 ⇒ ⇒ × ×

２．歴史と伝統に誇りをもち　薫り高い文化のまちにしよう（歴史文化・教育）

既存事業

ふれあい運動会（豊津小と地区合同） まち委員会・豊津小・地区住民 ⇒ ⇒ ⇒ × 〇 〇

レッツウォーキング（かるた巡り） まち委員会・地区住民 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 ×

田んぼ体験（豊津小児童） まち委員会・地区住民・豊津小 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 ×

新規事業

豊津かるた「語り部」の人材育成 まち委員会・地区住民・実践者 ⇒ ⇒ × 〇

ここに住み暮らす高齢者の声を聞く まち委員会・地区住民・関係機関 ⇒ ⇒ ⇒ × × ×

豊津小サポート・児童の見守り 自警団・まち委員会・地区住民 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 〇

３．スポーツに親しみ　健康で明るいまちにしよう（健康・スポーツ）

既存事業

北浦一周浄化サイクリング まち委員会・豊津小・地区住民 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 〇

ソフトボール大会 まち委員会・地区住民 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 〇

豊津ハイキング まち委員会・地区住民 ⇒ ⇒ ⇒ × 〇 〇

高齢者スポーツ大会 まち委員会・地区住民 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 〇

新規事業

健康講座シリーズ化（薬、食、血圧、骨） まち委員会・医療関係・市 ⇒ ⇒ ⇒ × × ×

自宅で運動機能を高める まち委員会・実践者・地区住民 ⇒ ⇒ ⇒ × × ×

まち一番の健康寿命地区づくり まち委員会・地区住民 ⇒ ⇒ ⇒ × × 〇

４．お互いの立場を尊重し　思いやりの心で住みやすいまちにしよう（福祉・防災）

既存事業

防災避難訓練（豊津小と合同） まち委員会・市・国・豊津小 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 〇

うらら会への支援 まち委員会・うらら会・豊津小児童 ⇒ ⇒ ⇒ × × ×

高齢者教室（講座等） まち委員会・市・関係団体・高齢者 ⇒ ⇒ ⇒ × × ×

地域安全点検と要望（危険個所） まち委員会・豊津小・地区住民 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 〇

新規事業

独居高齢者の避難誘導訓練 まち委員会・地区住民・うらら会 ⇒ ⇒ ⇒ × × 〇

災害避難と自治会加入セットの促進 まち委員会・地区住民・市 ⇒ ⇒ ⇒ × × ×

自警団、消防団との課題共有 まち委員会・地区住民・市 ⇒ ⇒ ⇒ × × ×

ふれあい運動会と福祉の融合 まち委員会・地区住民・うらら会・豊津小 ⇒ ⇒ ⇒ × × ×

料理教室（非常時の簡単レシピ） まち委員会・実践者・地区住民 追加 ⇒ 〇

公民館だよりで知る簡単な防災力 まち委員会 追加 ⇒ 〇

5．みんなの力を合わせ　潤いと活力のあるまちにしよう（自治・産業）

既存事業

キッズ・リトルファーム（農業体験） まち委員会・豊津小保護者と児童 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 〇

とよつカルタ大会（地元愛を育む） まち委員会・地区住民・児童 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 〇

田んぼ体験（田植え・稲刈り） まち委員会・地区住民・豊津小 ⇒ ⇒ ⇒ 〇 〇 ×

新規事業

農耕地の活用と情報（放棄地の削減） まち委員会・市農業公社・県 ⇒ ⇒ ⇒ × × ×

北浦活用に伴う国交省との関係構築 まち委員会・市・国 ⇒ ⇒ × ×

※産業についてはコミュニティ単位での取り組みは難しい。5(自治・産業）については自治に重点を置き、まちづくり委員会活動の維持、活性化を主な目標とする。

〇 実施した

× 実施できなかった

計　　　　　画 実　　　　績
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事業評価 第2次コミュニティプラン

での位置づけ

年3回の市一斉清掃と別に年2回実施しているが、それでも集まるごみの量は結構あり成果は出ている。しかし内容が市の一
斉清掃と同じなので、豊津クリーンとしてのオリジナリティを明確にし住み分けが必要。

継続・見直し

北浦・鰐川の水質浄化啓発がされている。継続だが、名称を事業名の「北浦一周浄化サイクリング」に変更。 継続・名称変更

ホタル見学会の参加者は毎年相当数いる。流川の水質浄化啓発につながっている。名称を事業名の「ホタル見学会」に変
更。

継続・名称変更

対象が自然環境・景観には限らないのでこの項目から除き２の歴史・教育へ移項する。 移項

R2年度だけ行い、その後実施していないので除く。 除項

カヌー教室はかつては実施していたがやらなくなった。北浦の水質、水難事故の危険性を考え除項する 除項

地区と行政が協働で行うというよりは、行政が実施主体になるべきものでコミプラ事業として適当ではないので除項する。 除項

地区と行政が協働で行うというよりは、行政が実施主体になるべきものでコミプラ事業として適当ではないので除項する。 除項

教育にも関連する事業であるが、まちづくり事業としては健康づくりとして実施しているので３(健康・スポーツ）に移項する。 移項

かるた巡りではあるがウォーキングが主目的で実施も単発的。新春ウォーキングと合わせ３（健康・スポーツ）にレッツウォーキ
ングとして位置付ける。

移項

豊津小学校の事業としては継続しているが、まちづくり事業としてはR５年度撤退している。 除項

かるた大会時に札に書かれた内容を説明することで、地域の歴史、伝統を知ることができる。かるた大会時に実施する。 継続・変更

かるたの語り部と合わせ、伝統文化の伝承を行うことでまとめられる。 継続・変更

時期は限定的であるが、小学生の安全な登下校に役立っている。事業の性格的には安全安心なまちづくりになるので、４（福
祉・防災）に移項する。

移項

目的が北浦浄化なので、1（自然環境・景観）に統合する。 統合・移項

毎年参加者を集めるのに苦労しているが、最終的には実施できている。今後もソフトボールを続けるかどうかは検討する必要
があるが、何らかのスポーツ大会は残す。

継続・見直し

毎年実施できているわけではないが、ウォーキングと合わせ、住民の健康増進に役立っている。 継続

毎年定期的に実施し、高齢者の健康維持に貢献している事業なので継続する。 継続

実施していないが、検討し実施する意義はある。健康講座、実践活動（エンジョイスポーツ、スポーツ健康教室など）に統合す
る。

統合

健康講座、実践活動（エンジョイスポーツ、スポーツ健康教室など）に統合する。 統合

この名称では将来像の内容なので、事業名に変更する。⇒健康講座、実践活動（エンジョイスポーツ、スポーツ健康教室な
ど）

継続・変更

安全・安心な地域づくりとして必要な事業であり、小学校との合同実施に限定せず継続する。 継続・変更

新型コロナウィルスの関係で食事会が実施できていないので支援もないが、地区社協（うらら会)への支援はしていく 継続

実施していないので既存事業から除く。 除項

毎年地域点検の結果を市に要望し、全部とはいかないが改善はされているので、継続する。 継続

防災避難訓練に統合。独居高齢者だけでなく避難時要介護者について支援を行い、その内容を年々見直す。 統合

目標としてはいいと思うが、まず福祉・防災力を上げるのが先なので、とりあえず除く。 除項

課題ではあるが、具体的に何をするかが検討課題である。豊津小サポート・児童の見守りを統合し、「防災・防犯組織の強化
と機能の充実」でまとめる。

継続・変更

具体的内容が不明確。項目として独立させず、３（健康・スポーツ）に統合する。 統合

避難訓練時に避難所体験として実施。良い体験となったが、特出しではなく防災避難訓練の中で実施できるので統合する。 統合

令和5年度3回にわたり防災について特集した。この後同様な特集としては扱えないが、広報紙等で情報を伝えることは重要
なので「防災・防犯組織の強化と機能の充実」に統合し、情報発信は継続する。

継続・統合

2（歴史・教育）が適当なので移項する。 移項

2（歴史・教育）が適当なので移項する。 移項

豊津小学校の事業としては継続しているが、まちづくり事業としてはR５年度撤退している。 除項

地区と市が協働で行うというよりは、市・農業委員会が実施主体になるべきものでコミプラ事業として適当ではない。 除項

地区と市が協働で行うというよりは、市が実施主体になるべきものでコミプラ事業として適当ではない。 除項
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